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答
　
①
国
際
・
福
祉
都
市
実
現
の

手
段
と
し
て
、
ま
た
、
市
民
生
活
を

守
っ
て
い
く
た
め
の
目
標
と
し
て
、

引
き
続
き
周
辺
自
治
体
に
門
戸
を
開

き
実
現
を
目
指
し
た
い
②
三
位
一
体

改
革
に
よ
る
補
助
金
等
の
削
減
は
全

自
治
体
共
通
の
問
題
だ
が
、
政
令
市

に
な
る
と
自
主
的
財
源
が
一
層
充
実

さ
れ
、
財
政
基
盤
の
強
化
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。�

���

　
問
　
岡
山
県
済
生
会
へ
の
移
譲
が

決
ま
っ
た
市
立
吉
備
病
院
の
清
算
は
。�

　
答
　
平
成
16
年
度
末
で
累
積
欠
損

金
残
高
が
約
二
十
二
億
円
に
な
る
と

予
測
し
て
い
る
。
ま
た
、
長
期
借
入

金
残
高
が
十
五
億
四
千
六
百
万
円
、

一
時
借
入
金
残
高
が
約
三
億
三
千
万

円
に
な
る
と
見
込
ま
れ
、
返
済
に
土

地
建
物
売
買
代
金
一
億
四
千
三
百
七

万
円
の
ほ
か
換
金
可
能
な
残
余
資
産

を
充
て
る
予
定
だ
が
、
大
幅
に
不
足

す
る
た
め
、
そ
の
処
理
を
財
政
当
局

と
協
議
し
た
い
。
な
お
、
最
終
清
算

は
17
年
度
と
な
る
予
定
だ
。�

���

　
問
　
児
童
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
、

中
核
市
で
も
児
童
相
談
所
の
設
置
が

可
能
と
な
っ
た
が
、
本
市
の
今
後
の

対
応
は
。�

　
答
　
財
源
や
権
限
な
ど
、
ま
だ
決

ま
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
今

後
の
運
用
に
向
け
た
国
の
研
究
に
本

市
と
し
て
も
積
極
的
に
参
加
し
て
、

中
核
市
の
レ
ベ
ル
で
も
児
童
相
談
所

の
機
能
が
発
揮
で
き
、
福
祉
と
教
育

が
連
携
す
る
中
で
、
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
せ
る
制
度
と
な
る
よ
う
財
源
措

置
も
含
め
意
見
を
述
べ
て
い
き
た
い
。�

�������

　
問
　
台
風
等
の
自
然
災
害
に
際
し
、

被
害
を
最
小
限
に
防
ぐ
た
め
予
防
対

策
の
充
実
強
化
を
。�

　
答
　
被
害
の
軽
減
に
向
け
、
逐
次

変
化
す
る
気
象
状
況
等
の
把
握
に
努

め
る
と
と
も
に
的
確
な
被
害
予
測
を

行
い
、
早
期
に
対
策
を
講
じ
る
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
リ
ア
ル
タ

イ
ム
の
情
報
が
自
動
入
手
で
き
、
そ

の
情
報
を
災
害
活
動
に
生
か
す
と
同

時
に
市
民
に
伝
達
で
き
る
防
災
情
報

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
検
討
に
着

手
し
た
と
こ
ろ
だ
。�

���

　
問
　
建
設
残
土
処
理
場
で
の
残
土

流
出
問
題
で
、
規
制
の
強
化
に
向
け

た
新
条
例
制
定
の
進
捗
状
況
は
。�

　
答
　
現
在
、
土
砂
管
理
台
帳
の
記

載
と
定
期
報
告
や
関
係
者
へ
の
閲
覧

を
含
め
た
周
辺
住
民
等
へ
の
周
知
・

説
明
、
土
地
所
有
者
等
に
対
す
る
措

置
命
令
、
ま
た
、
水
質
検
査
や
境
界

確
認
等
の
義
務
付
け
な
ど
に
つ
い
て

協
議
が
進
ん
で
い
る
。
今
後
、
た
い

積
基
準
や
技
術
基
準
、
届
出
制
か
ら

許
可
制
へ
の
移
行
等
に
つ
い
て
さ
ら

に
検
討
す
る
と
と
も
に
、
罰
則
強
化

に
つ
い
て
検
察
庁
に
も
相
談
し
、
早

期
に
提
案
を
し
た
い
。�

���

　
問
　
通
学
区
域
の
弾
力
化
で
一
層

の
小
規
模
化
が
懸
念
さ
れ
る
小
串
小

学
校
が
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
て

取
り
組
む
海
辺
の
学
習
を
、
児
島
湾

の
再
生
等
に
つ
な
げ
て
は
。�

　
答
　
干
潟
で
の
つ
ぼ
網
や
ノ
リ
す

き
等
の
体
験
学
習
を
通
じ
て
海
の
自

然
環
境
に
つ
い
て
調
べ
る
こ
と
が
狙

い
と
考
え
る
。
今
後
、
全
国
有
数
の

内
海
・
魚
場
で
あ
り
無
数
の
貴
重
生

物
が
生
息
す
る
児
島
湾
の
干
潟
の
重

要
性
を
認
識
し
、
そ
の
減
少
を
食
い

止
め
よ
う
と
の
提
案
が
児
童
か
ら
出

て
く
る
こ
と
を
願
う
も
の
だ
。�

�����������������������
　
問
　
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
条

例
の
制
定
に
向
け
検
察
庁
と
協
議
中

と
聞
く
が
、
進
捗
状
況
は
。�

　
答
　
車
両
プ
レ
ー
ト
の
折
り
曲
げ
、

ピ
ン
ク
ち
ら
し
等
の
貼
付
、
風
俗
宣

伝
カ
ー
の
路
上
宣
伝
行
為
等
に
係
る

罰
則
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る
。
一

般
的
に
、
自
治
体
独
自
の
罰
則
・
禁

止
規
定
の
制
定
に
対
し
て
検
察
庁
は

消
極
的
だ
が
、
本
市
の
努
力
に
よ
り
、

法
務
省
本
省
と
の
協
議
が
進
む
と
こ

ろ
ま
で
き
て
い
る
状
況
だ
。�

���  

問
　
本
市
市
営
住
宅
の
①
修
繕
・

統
合
建
て
替
え
等
の
進
め
方
は
②
北

長
瀬
み
ず
ほ
団
地
の
建
て
替
え
は
。�

　
答
　
①
計
画
的
な
修
繕
に
よ
り
維

持
保
全
等
に
努
め
る
と
と
も
に
、
老

朽
化
し
た
大
規
模
団
地
の
う
ち
事
業

効
率
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
、
小
規
模

団
地
等
を
統
合
し
た
建
て
替
え
を
計

画
し
た
い
②
西
部
新
拠
点
づ
く
り
と

の
整
合
に
も
留
意
し
、
民
間
活
力
の

活
用
等
効
率
的
手
法
を
取
り
入
れ
た

新
し
い
形
の
建
て
替
え
を
検
討
し
た

い
。�

���

　
問
　
台
風
23
号
の
大
雨
で
花
尻
・

白
石
地
区
付
近
の
笹
ヶ
瀬
川
が
対
応

の
遅
れ
か
ら
越
水
寸
前
と
な
っ
た
が
、

反
省
を
踏
ま
え
た
今
後
の
対
策
は
。�

　
答
　
現
場
の
情
報
に
加
え
、
警
戒

時
の
笹
ヶ
瀬
川
や
児
島
湖
内
外
の
水

位
、
降
雨
の
状
況
等
を
適
時
的
確
に�

吉
備
病
院
の
清
算
　
　
　
　

大
幅
な
債
務
超
過
�

児
童
相
談
所
の
設
置
に
向
け
て
�
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
　
　

構
築
を
検
討
�

建
設
残
土
処
理
場
　
　
　
　

規
制
の
強
化
に
向
け
て
�

小
串
小
の
海
辺
の
学
習
を
　

児
島
湾
の
再
生
に
�

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例
　

制
定
に
向
け
法
務
省
と
協
議
�

市
営
住
宅
　
　
　
　
　
　
　

今
後
の
整
備
方
針
�

笹
ヶ
瀬
川
の
越
水
対
策
　
　

迅
速
な
対
応
を
�

人と自然の共生の共生を学ぶ�
～小串小小串小のつぼつぼ網体験学習網体験学習�
人と自然の共生を学ぶ�

～小串小のつぼ網体験学習�
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